
指定管理者評価表（外部評価シート・５年目）

１．基本事項

２．施設の運営状況 ３．収支状況
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 ② 支　出
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 コネットひろば　４回 26

757,300

令和５年度（３年目） 令和６年度（４年目）

R6  コネットひろば　５回 26

R6 　　ハンドメイドマルシェ　２回 166

R5

698,971

3,385

53,820

8,669,873支出計　B 8,816,138 11,569,337 9,428,379

収支　A-B 586,404 -2,198,783

9,427,173

令和４年度（２年目）

実績

7,854,386

59,311

0

0

790,889

9,370,554 9,435,386

単位：円

80,124

0

0

7,007

112,720

0

R4 子育てサロンコネットひろば　７回 159

R4 オレンジリボン　１回 30 その他必要な管理業務 28,652 76,110

R4 労働者協働組合勉強会　１回 6 可児市まちづくり活動助成金に関する業務 2,906 4,396 8,658

R3

 ③ 主な自主事業の内容

開 催 回 数 7 9 収入計　A 9,402,542

192

令和６年度（４年目）

7

参 加 人 数 71 195

令和６年度（４年目）

実績

9,130,000

297,173

令和６年度（４年目）

302

2,028

58

9,130,000 9,130,000

305,386240,554

令和５年度（３年目）

304

2,031

61

令和５年度（３年目）

6

234

子育てサロンコネットひろば　３回 10 市民公益活動の普及啓発及び交流促進業務 322,089 981,879

実績

R3 労働者協働組合勉強会　３回 11 センター管理運営の中核を担う事務局組織の運営 8,412,960 10,451,142

項　　 目
令和３年度（１年目）

実 施 年 度 事 業 の 名 称 等

8,435,988

R3 オレンジリボン　１回 50 市民公益活動の支援業務 49,531 55,810

参 加 人 数 実績 実績

自主事業収入 0 0

施設利用者数 1,129 1,711 指定管理料 9,130,000

項       目 令和３年度（１年目） 令和４年度（２年目） そ　の　他 100,000

施設稼働率 50 63 利用料収入 172,542

 ② 自主事業実施状況

項       目 令和３年度（１年目） 令和４年度（２年目）
項　　 目

令和３年度（１年目）

開 館 日 数

令和４年度（２年目） 令和５年度（３年目）

302 304 実績 実績 実績

可児市広見一丁目５番地

設 置 目 的

市民が自主的に行う社会に貢献する活動で、営利を目的としないもの(以下「市民公益活
動」という。)を支援するとともに、市民公益活動をする者の交流の場として、可児市市民
公益活動センターを設置する。（可児市市民公益活動センターの設置及び管理に関する
条例第２条より）

指定管理期間 令和３年４月１日　～　令和８年３月31日　（４期目）

選 定 種 別 公募　・　非公募

 ① 利用状況  ① 収　入 単位：円

　　ハンドメイドマルシェ　２回R5 208

指定管理者評価表（外部評価シート）

評価対象期間 令和３年４月１日　～　令和８年３月31日

施　設　の　概　要 指　定　管　理　の　状　況

名    　 　称 可児市市民公益活動センター 指　 定
管理者

名　 称 特定非営利活動法人　可児市ＮＰＯ協会

利用料金制 採用（一部 ・完全）　・　不採用

業 務 内 容

・センター施設や設備を市民公益活動に提供する業務
・市民公益活動における交流促進業務
・市民公益活動の普及啓発業務
・市民公益活動の情報の収集と提供に関する業務
・市民公益活動に関する相談業務
・可児市まちづくり活動助成金交付に関する業務

供用開始年月 平成14年10月

施設所管部署 市民文化部地域協働課

所   在   地 可児市広見一丁目５番地 所在地



４．評価結果

緊急時の対応マニュアルや事後の対応
への備えができているか

危機管理マニュアル等が適切に整備されている。

所 見
全体的な業務は設置目的に沿って堅実に運営がされており、経常利益もプラスに転じるなど、財務状況も適正である。また市民活動において求められる多様な疑
問や活動方針に必要な知識を講座として提供するなど、幅広い活動を展開している点も高く評価できる。今後も、より効果的な業務運営と独自の創意工夫が一層
発揮されることを期待する。

B
指定管理者の財務状況 指定管理者の財務状況は適正か 適正に行われている。 B

総　　合　　評　　価
全体の利用者数は、コロナ禍以前までと比較すると減少しているが、事業の参加者数や相
談件数は増加している。また、SNS等で情報発信をし講座の参加者も増加。事業の履行に
ついても適切な管理運営をおこなっていると評価できる。

B 「所見」欄に記載 B

収
支
状
況

指定管理施設の経理事務の
状況

指定管理施設に関する経理事務は適正
に行われているか

適切に行われている。 B 財務状況等については、
適正に管理されており、
特段の問題は認められ
ない。

B

利用者満足度調査における
施設満足度

利用者の施設満足度は高いか 講座を開催した際の利用者アンケートについては、概ね良好な評価である。 B

ＰＲ・情報提供の実施状況
様々な方法により、積極的なＰＲや情報
提供が行われているか

ホームページや広報紙、インスタグラム、ブログ等で積極的な情報発信をおこなっている。 B

苦情処理の状況

サ
ー

ビ
ス
の
水
準

サービス向上及び経営改善
に関する独自の取り組み

サービス向上等に向けた独自の取り組
みは実施されているか

新規の講座やプロジェクトを企画するなど、工夫した取り組みをおこなっている。 A
ホームページやSNSなど
積極的な情報発信を
行っており、サービスの
水準は高い。また、講座
の種類も拡充し、内容に
ついても精査を行ってい
る点は、利用者のニーズ
への的確な対応として高
く評価できる。

苦情に関する帳簿が作成され、内容は
職員に周知され、適切な対応がなされて
いるか

施設に対する苦情等は特になく、月２回の事務局会議において職員との意思疎通を図って
いる。 B

B

人員配置及び職員研修の状
況

必要な人員が確保され、職員研修も実
施されているか

適切である。 B

文書・帳簿の管理保存状況
管理業務に関する文書・帳簿は適切に
整理保管されているか

事務所内に適切に保管されている。 B

施設設備・備品の保守管理
の実施状況

業
務
の
履
行

事業計画書及び協定書に掲
げる業務の実施状況

事業計画書や協定書に掲げる業務が確
実に実行されているか

適切に実施されている。 B

計画に基づき事業が実
施されており、人員体制
や施設管理等の状況も
概ね適切である。さらに
事業参加者の増加や広
報活動の工夫が見られ、
積極的な取り組みとして
高く評価ができる。

管理施設の設備・備品の保守管理状況
は適切か

適切に管理されている。 B

緊急時の対応方法 B

利用者の推移
利用者が特別な事情がないにもかかわ
らず前年度に比べ減少していないか

来館者数は下回っているが、相談者数・事業参加者数はともに計画を上回っている。 B

区 分 評 価 項 目 評 価 内 容
一 次 評 価（施設所管課） 二 次 評 価（選定評価委員会）

評 価 理 由 等 評 価 評 価 理 由 等 評 価



５．参考（評価基準）

　① 区分別評価基準

◆業務の履行

◆サービスの水準

◆収支状況

　② 総合評価基準（評価指標の①②のいずれかの基準を採用し、評価を決定する）

①

②

①

②

①

②

①

②

サービス水準が低下していると認められるため、サービス向上に向けた大幅な改善が必要である

サービス水準の一部に低下が見られ、サービス向上の努力が必要である

　適切に実施されている部分もあるが、改善が必要と思われる重要な事項もある

　A・Bに該当せず、Dの割合が３０％以下である

　おおむね適切に実施されており、評価できる点もあるが、軽微な事項を含め改善が必要な事項がある

　全ての評価がB以上で、Aの割合が６０％未満である

　適切に実施されており、評価できる点が多く、改善が必要と思われる重要事項もない

　全ての評価がB以上で、Aの割合が６０％以上である

内　　　　　容

収支のいずれも計画を達成していない。財務状況も良好とはいえない

適切に実施されており、より効果的に業務が実施されている

内　　　　　容

サービス水準はおおむね維持されている

サービス水準の向上が認められ、独自の工夫も多く見受けられる

内　　　　　容

要求事項が実施されてないか、実施されていても適切ではないため大幅な改善が必要である

おおむね適切に実施されているが、その一部に改善を必要とする事項が見受けられる

適切に実施されており、特に改善等を要する事項はない

収支のいずれか、又は両方が計画を達成していない。財務状況は良好である

収支はおおむね計画どおりと認められる。財務状況は良好である

収支は計画に比べ向上が見られる。財務状況も良好である

内　　　　　容

D
　上記のいずれの評価にも該当しない

　改善が必要と思われる重要な事項が多く、早急な改善が必要である

B

C

Ｄ

評価

A

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

評価

評価

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

評価

Ａ


